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序     文 
 

カンボジア王国政府の要請に基づき、日本国政府がカンボジア政府統計能力向上計画プロジェ

クトフェーズ 2 を行うことを決定したのに伴い、独立行政法人国際協力機構は、2007 年 4 月から

2010 年 9 月までの予定で本技術協力を行っています。 

当機構は、2010 年 2 月 14 日から 24 日まで終了時評価調査を実施し、これまでの活動実績、進

捗状況を確認するともに、プロジェクト目標の達成状況等について協議しました。 

これらの評価結果は、協議議事録に取りまとめられ、調査団・カンボジア計画省統計局双方の

合意の下に、署名交換が行われました。 

本報告書は、終了時評価調査及び協議結果を取りまとめたものであり、今後の技術協力事業を

効果的かつ効率的に実施していくための参考として、活用されることを願うものです。 

終わりに、これらの調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心から謝意を表する

とともに、引き続き本プロジェクトに対する支援をお願い申し上げる次第です。 

 

平成 22 年 7 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
公共政策部長 中川 寛章 
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評価調査結果要約表 

1．案件の概要 

国名：カンボジア 案件名：政府統計能力向上計画（フェーズ 2） 

分野：統計 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：公共政策部ガバナンスグループ

行政機能課 
協力金額（評価時点）：4.3 億円 

（R/D）：2007.4.23～2010.9.30 先方関係機関：計画省統計局 

（延長）：なし 日本側協力機関：総務省統計局、独立行政法人統

計センター、日本統計協会 

協力期間 

（F/U）：なし 他の関連協力：政府統計能力向上計画フェーズ 1

１－１ 協力の背景と概要 
カンボジア王国（以下、「カンボジア」と記す）の政府統計は、長期間にわたった内戦の影

響から極めて整備が遅れていたが、1990 年代に入ってから国連などの支援により、徐々に整備

が進められてきた。1998 年には、国連人口基金（UNFPA）の支援により、36 年ぶりに人口セ

ンサス（国勢調査）が実施され、統計整備の重要な第一歩となった。しかし、カンボジアの政

府統計は、依然、体制整備が遅れており、統計の精度もドナー国や国際機関等から疑問視され

ていることも多い。 
このような状況の下、2004 年にカンボジア政府は「2008 年人口センサスへの技術指導、人

材育成及び経済統計の改善」に対して 5 年間の技術協力プロジェクトを要請したが、その際、

UNFPA の資金拠出の目処が立たず、人口センサス実施が未定となったことから、人口センサ

スを抱合しない、統計研修を中心とした政府統計能力向上計画（フェーズ 1）を開始した。し

かし間もなく UNFPA の資金拠出が確定し、2006 年 1 月 30 日に発令された人口センサス令に

おいて、2008 年 3 月に人口センサスが実施されることが決定したため、カンボジア政府は人口

センサスに対する技術協力を中心とした要請を日本に提出した。その要請を受け、2008 年人口

センサス及び一部経済統計調査の実施を通じて、計画省統計局（NIS）、地方統計部局及び各省

庁統計部局の人材が強化され、政府統計能力が向上することを目標として、2007 年 4 月から 3
年半の予定で本プロジェクトが開始された。 
 
１－２ 協力内容 
（１）上位目標 

カンボジアの国家・地方の政策・計画・戦略の立案や実施のための基礎的かつ有効な統

計資料が提供される。 
 

（２）プロジェクト目標 
NIS、州計画局統計部局及び各省統計部局において、人口センサスまたは他の統計調査

のための企画・集計処理・分析・提供・利用が基本的にできるようになる。 
 

（３）成果 
１）調査区設定作業が完了し、その成果が人口センサスの実施及びその後の各種統計に利

用される。 
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２）人口センサスの集計及び審査の結果、個別データが作成され、統計表が作成・公表さ

れる。 
３）人口センサスの統計表に基づき、その結果が統計的に分析され、分析結果が公表され

る。 
４）人口センサス結果のデータベースが構築される。 
５）人口センサス結果の報告書が作成され、書籍（統計地図、センサスアトラスを含む）・

CD・ウェブサイトにて提供される。 
６）人口センサス結果の小地域統計が作成・公表される。 
７）事業所名簿が作成され、経済統計調査のサンプリング・フレームとして利用される。

８）関係者間で人口センサスに関して（調査区やセンサス結果など）共通理解が得られる。

９）人口センサスの各活動の手続の詳細（重要なプロセス、重要事例、マニュアルなど）

が準備され、集積される。 
10）人口センサスに関してドナー間の調整が適切に行われる。 

 
（４）投入（評価時点） 

１）日本側 
総投入額 4.3 億円 

・長期専門家派遣 0 名 
・短期専門家派遣 31 名 
・研修員受入れ 9 名 
・在外事業強化費（機材供与含む） 0.2 億円 
・ローカルコスト負担 0 円 

２）相手国側 
・カウンターパート（C/P）配置 24 名 （主要な C/P 数） 
・土地・施設提供 
・ノンプロジェクト無償資金協力見返り資金 約 2 億円 

２．評価調査団の概要 

調査者 （担当分野：氏名  職位） 
総括・団長 辻  一人 JICA 公共政策部 技術審議役 
政府統計  木村 正一 総務省統計局統計調査部消費統計課 調査官 
評価企画  星  光孝 JICA 公共政策部行政機能課 職員 

調査期間 2010 年 2 月 14 日～24 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 
（１）プロジェクト目標の達成見込み 

NIS、州計画局統計部局、関係省庁統計部局の政府統計能力について、5 段階評価にて主

要スタッフの本プロジェクト開始以降の能力の向上度合いを測定し（評価は、NIS について

は日本人専門家及び NIS 幹部職員が、州計画局については NIS 幹部職員及び州計画局長が、

関係省庁は各省統計部局幹部がそれぞれ行った）、能力評価の平均値をプロジェクト開始時

点と終了時評価調査時点の間で比較した結果、NIS、州計画局、関係省庁いずれも向上して

いることが確認されており、プロジェクト目標は達成される見込みであるといえる。 
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（２）成果の達成見込み 
すべての成果は、既に達成済みまたは協力期間内に達成できる見込みである。成果 1 か

ら成果 7 は人口センサス及び事業所リスティングの実施に必要な専門技術・知識の移転に

関する部分である。人口センサスに関しては、調査区すべての地図を作成し、NIS と州計

画局職員を中心に指導員の育成を行ったうえ、国内の全戸数を対象とした調査を滞りなく

実施した。集計においても、NIS 職員は統計情報の集計に必要なデータ処理技術を身に付

けたうえで着実に作業を進め、遅滞なく速報、及び確報結果を公表できた。結果表は、国、

州、郡レベルに加えて、1998 年の人口センサスでは作成しなかったコミューンレベルの表

も作成され、これら情報を元に 4 種類のコミューンレベルの統計地図を作成し、データを

可視化することにより、統計情報の利用推進に大きく貢献した。事業所リスティングはカ

ンボジア初の事業であったが、プノンペン市など事業所数の多い地域で事業所調査期間を

延長したことがあったが、その後の集計、分析、結果公表は順調に行われ、当初計画から

遅滞なく着実な進展がみられている。このように、技術的観点からみれば NIS 職員がこれ

ら調査を自立的に行う能力は向上しつつあるといえる。成果 8 の政府関係者を対象に政府

統計結果利用に関する啓発普及を目的に実施した活動も順調であり、今次調査において中

央省庁レベルでの統計情報の活用が進んでいることが確認された。成果 9 の技術・知識の

集積についても、人口センサスに係る記録・マニュアルなどは既に作成されており、成果

10 に関しても、プロジェクトとして設置する JCC のほかに、カンボジアのイニシアティ

ブにより設置された国家センサス委員会（NCC）やセンサス技術委員会（CTC）も適宜開

催され調整機能を十分に果たしており、成果は達成されたといえる。 

 
３－２ 評価結果の要約 
（１）妥当性 

グッド・ガバナンスの推進は、カンボジアの国家戦略である「四辺形戦略」の中心に位

置づけられており、カンボジア政府はグッド・ガバナンス推進に向けて政策立案・モニタ

リングの基礎となる政府統計情報の整備に力を入れている。日本のカンボジアに対する援

助方針でも、グッド・ガバナンスの推進は援助重点分野の 1 つに、また「政府統計機能強

化プログラム」は重点プログラムにそれぞれ位置づけられており、本プロジェクトの妥当

性は高い。 
 

（２）有効性 
2008 年人口センサスの調査区設定、調査実施、集計及びデータの審査は当初の予定通り

のスケジュールで作業を終了させることができ、分析、報告書刊行についても期日通りに

作成・提供される予定となっている。また人口センサス実施に係る一連の手続きは、マニ

ュアルや報告書として記録・集積されており、次回調査時までに技術・知識が散逸されな

いよう工夫されている。本プロジェクトを通じて、人口センサスに係る基本的な業務実施

能力は向上しており、有効性は非常に高い。 
本プロジェクトにおいて育成された 2008 年人口センサスの指導員の数は 7,104 人であ

り、本人口センサスは全戸数を対象に行われた調査であるにもかかわらず、カンボジアが

前回実施した 1998 年人口センサス（全戸数を対象にしていない）の時の指導員数（8,354
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人）よりも少ない人数で効率良く調査を実施できたのは、各指導員の能力が向上した結果

であるといえる。また今次評価調査において、NIS、州計画局、関係省庁統計担当部局職

員を対象に能力評価を実施したが、NIS 職員の能力評価の平均値は関係部局すべてにおい

てプロジェクト開始時点より上昇し、州計画局及び関係省庁統計部局の統計情報利用に関

する能力評価の平均値も向上していることが確認されており、本プロジェクトの実施が

C/P の能力向上に結びついていることが確認された。 
 
（３）効率性 

調査の計画、実施、集計、分析、結果の提供の各段階において、専門家に求められる技

術・知識は異なるため多くの専門家の関与が必要であったが、短期間のシャトル型で適宜

必要とされる分野の専門家を派遣することにより、経費的な観点からみても効果的な投入

が行われた。また人口センサスの調査員手当などに日本のノンプロジェクト無償資金協力

見返り資金が活用されており、本プロジェクトとの連携が効果的に行われていたほか、

UNFPA など関係機関の連携・調整も円滑に行われた。プロジェクトコストは、協力開始

前の想定コストと比較して増加したが、人口センサスの分析結果レポートの種類の拡充

や、人材育成のための研修の拡充を行った結果によるものであり、C/P の能力向上及び NIS
が提供する統計情報の充実に結びついており、プロジェクト目標、上位目標の達成のうえ

で、経費は効果的に使用されたといえる。 

 
（４）インパクト 

中央省庁レベルでは、NIS がプロジェクトを通じて作成した人口センサス、事業所リス

ティング結果が、女性省及び労働職業訓練省での政策立案やモニタリング、2009～2013 年

のカンボジア国家戦略開発計画（NSDP）策定、カンボジアのミレニアム開発目標（MDGs）
モニタリングに既に利用されており、政策策定者に統計情報の有用性が認識されつつあ

り、上位目標の達成が見込まれる。州政府以下のレベルにおけるインパクトはまだ限定的

であるが、将来、州以下の行政単位における結果分析と提供が十分に行えるようになれば、

インパクトはさらに高まることが期待される。 
 
（５）自立発展性 

プロジェクト実施期間を通じて NIS の予算は増加傾向にあり、プロジェクト終了後も

NIS への予算配布は高い優先度が置かれることが見込まれるほか、NIS は 2009 年に新たに

国民経済計算、統計基準分析、情報通信技術（ICT）の各部門を設置しており、組織面に

ついても強化されてきている。また NIS においては離職率が低いこと、本プロジェクトに

おいて各種マニュアルが整備されたこと、NIS 保有資機材の維持管理体制も強化されてい

ることなどから、NIS は自立的な発展に向けて順調に組織強化が図られてきているといえ

る。 

 
３－３ 効果発現に貢献した要因 
（１）計画内容に関すること 

プロジェクトの進捗をカンボジアが策定した 2008 年人口センサススケジュールに合わ
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せ計画することにより、適切なタイミングで適切な投入を行うことができ、高い有効性の

発現に寄与した。 

 
（２）実施プロセスに関すること 

当プロジェクトでは他ドナー（UNFPA、ドイツ政府）及び他スキーム（ノンプロジェク

ト無償資金見返り資金）と連携することにより、ドナー間の活動内容の調整や人口センサ

ス実施に係る資金面の確保など、高い効率性の発現に寄与した。また、カンボジア側のイ

ニシアティブにより、NCC、CTC といったカンボジア関係政府機関、関係ドナーが定期的

に集まり情報共有と調整を行う場が設定されており、多様な関係者間の意思疎通も支障な

く行われ、円滑なプロジェクト活動に寄与した。 
また本プロジェクトでは、人繰りの関係上、総務省関係機関からの専門家は短期のシャ

トル型派遣となったことから、別途コンサルタントを中心とする業務実施契約ベースの現

地実施・モニタリング体制を確立し、相互に連絡・調整を行いながら、プロジェクト活動

を補完しあう体制を取ったことも、円滑なプロジェクト運営につながった。 
 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
（１）計画内容に関すること 

プロジェクトの計画段階では、2008 年人口センサス、2009 年事業所リスティングの実

施に向けて、作業工程ごとに詳細な計画策定を行ったが、カンボジア初の全数調査による

人口センサス実施であったことや事業所リスティングは同国初の実施であったこともあ

り、実際に活動を行ってみると、当初の想定以上に作業時間が必要と判明した工程が出て

くるなど、プロジェクト期間途中での計画見直しを行う必要が生じた。このため、集計な

ど一部の活動に関し、プロジェクトの進捗に遅れが生じた時期があったが、カンボジア側、

他ドナーと調整のもと、調査員数の増加や、集計作業員の業務方法見直しなど、中間レビ

ュー時のプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）改訂を含め適切な計画見直しを

行ったため、最終的には所定の期間の中で、当初の目標・成果を達成することができた。

 
（２）実施プロセスに関すること 

事業所リスティング実施に関して、カンボジア政府内部の予算調整が難航していたこと

から、カンボジア政府負担分の予算確保が遅れ、実施準備に影響が出ていたが、中間レビ

ュー時の計画省大臣との会談結果を受け、同大臣が経済財政省等関係機関と調整を行い、

予定通り実施にこぎつけることができた。 

 
３－５ 結論 

カンボジアのさまざまなセクターの開発計画策定やモニタリングに必要な基礎情報となる

政府統計の能力を強化する本プロジェクトは、必要性、意義、インパクトからみて適切な内容

であったといえる。C/P 機関である NIS は、過去に人口センサスを行った経験はあるものの、

本プロジェクトで支援した全数による調査は初めてであり、効率的なカンボジア・他ドナーな

ど関係機関との連携の下、詳細な計画策定能力の向上、及び、調査票設計、集計、分析など多

様な専門技術を一定のレベルまで身に付け、より精度の高い統計情報を提供できるようにな

り、将来カンボジアが客観的データに基づいた開発計画策定を行うための基盤構築に貢献し
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た。他方、技術の維持と向上のためには更なる経験を積んでいくことが重要であり、持続性、

自立発展性を高めるべく、本プロジェクトの終了後も中間年人口調査など政府統計を定期的か

つ適切に実施し、本プロジェクトで培った技術・知識を定着させていくことが重要である。 
 
３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 
（１）当プロジェクトで作成された人口センサス、事業所リスティング結果の有用性を他省庁

や関係機関に広めるためには、詳細分析レポートの出版と普及を促進する必要がある。そ

のためには今後 NIS において、包括的かつ網羅的なデータを入手できる体制を整備するこ

とが必要である。 
 
（２）州政府以下のレベルにおいて、今回の調査結果はまだ十分に活用されているとはいえな

い。今後、州・郡・コミューンレベルを対象として、結果分析及び提供能力の向上を図る

ことにより、NIS が行う調査結果が州レベル以下においても有効活用されることが期待で

きる。 
 
（３）人口センサスは 10 年に一度行われるのみであり、本プロジェクトで蓄積した知見が次

回までに劣化してしまうおそれがある。知見を維持するためには「中間年人口（サンプル）

調査」を実施するなどの対策が必要であり、経済センサスについても同様のことがいえる。

 
３－７ 教訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、実施、

運営管理に参考となる事柄） 
（１）JICA 専門家が、C/P に寄り添う形で C/P の希望と意思を尊重しつつ、業務を代替するの

ではなく、「協同」事業として進めることが重要である。本プロジェクトではこのように

業務を実施した結果、日本側の専門家が不在の間も C/P の自立的な業務実施が可能となっ

た。 
 
（２）本プロジェクトでは日本の経験だけでなく、JICA が長年協力してきた「インドネシア統

計分野での教訓」がきめ細かく踏まえられている点も本プロジェクトの成功に寄与してい

る。 
 
（３）調査項目や内容について、あらかじめ各省庁の要望を聞き、協力を得ることで、関係省

庁において、調査結果が政策立案・実施のためにより多く活用される結果につながる。 
 
３－８ フォローアップ状況 

本評価調査で得られた提言は、2010 年度新規案件「政府統計能力向上プロジェクトフェーズ

3」の案件形成に反映させる予定。 
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第１章 終了時評価調査の概要 
 
１－１ 終了時調査団派遣の経緯 

カンボジア王国（以下、「カンボジア」と記す）の政府統計は、長期間にわたった内戦の影響か

ら極めて整備が遅れていたが、1990 年代に入ってから国連などの支援により、徐々に整備が進め

られてきた。1998 年には、国連人口基金（United Nations Population Fund：UNFPA）の支援により、

36 年ぶりに人口センサスが実施され、統計整備の重要な第一歩となった。しかし、カンボジアの

政府統計は、依然、体制整備が遅れており、統計の精度もドナー国や国際機関等から疑問視され

ていることも多い。 
このような状況の下、2004 年 8 月、カンボジア政府は「2008 年人口センサスへの技術指導、人

材育成及び経済統計の改善」に対して 5 年間の技術協力プロジェクトをわが国に要請したが、

UNFPA の資金拠出の目処が立たず、人口センサス実施が未定となった。そのためわが国はまず

2005 年 8 月から 2007 年 3 月まで、計画省統計局（National Statistics Institute：NIS）職員、州計画

局統計担当職員及び関係省庁統計担当職員の統計能力向上を目的とした、統計研修中心の「政府

統計能力向上計画（フェーズ 1）」を実施した。その後、UNFPA の資金拠出が確定し、2006 年 1
月 30 日に人口センサス令が発令され、2008 年 3 月に次回の人口センサスが実施されることが決

定し、カンボジア政府はわが国政府に対し、人口センサスに対する技術協力を中心としたフェー

ズ 2 を要請した。その要請に応え、2007 年 4 月から 2010 年 9 月までの 3 年半の予定で NIS をカ

ウンターパート（Counterpart：C/P）として、本「政府統計能力向上計画（フェーズ 2）」（以下、

「プロジェクト」と記す）が開始された。 
今次調査は、2010 年 9 月のプロジェクト終了を控え、カンボジア側と合同で終了時評価調査を

行い、これまで実施した協力について、当初計画に照らし、プロジェクトの活動実績、プロジェ

クトの目標達成度などについて評価を行ったものである。2010 年 2 月 23 日、タン統計局長と辻

JICA 終了時評価団長との間で評価調査内容に関する協議議事録（Minutes of Meeting：M/M）の署

名交換が行われた。 
 
１－２ 調査目的 

（１）討議議事録（Record of Discussion：R/D）及び中間レビュー時に改訂したプロジェクト・デ

ザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）に基づき、これまでのプロジェクト活

動の進捗状況、実績、プロセス、及び目標の達成見込みを整理及び確認する。 
 

（２）プロジェクトについて評価 5 項目のうち妥当性、有効性、効率性を現状・実績に基づいて

レビューする。成果の実績や活動状況に基づいて、インパクトの予測、自立発展性の見込み

について検討する。 
 

（３）カンボジア側が事業を継続する場合の留意点及び他国で類似プロジェクトを実施する際の

教訓を得る。 
 

（４）上記について、終了時までの活動内容につき、C/P 機関との間で合意を形成し、協議内容

を M/M（英文）としてまとめ、その内容につき C/P 機関との合意を形成する。 
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（５）今後の協力方針に関する横断的な教訓や提言については、終了時評価報告書（和文）に取

りまとめる。 
 
１－３ 調査団の構成と調査期間 

（１）調査団構成 

氏 名 担当業務 所 属 

辻  一人 団長 独立行政法人国際協力機構公共政策部 技術審議役 

木村 正一 政府統計 総務省統計局統計調査部消費統計課 調査官 

星  光孝 評価企画 独立行政法人国際協力機構公共政策部行政機能課 職員 

 
（２）調査期間：2010 年 2 月 14 日～2 月 24 日 

詳細は付属資料１参照。 
 
１－４ 主要面談者 

＜カンボジア側＞ 
（１）計画省 

H.E. Mr. Chhay Than Senior Minister 
 
（２）計画省統計局（National Institute for Statistics：NIS） 

H.E. Mr. San Sy Than Director General, NIS 
H.E. Mr. Seng Soeurn Deputy Director General 
H.E. Mr. Khieu Sary Deputy Director General 
H.E. Ms. Hang Lina Deputy Director General 
Mr. Has Bunton Deputy Director General 
Mr. Hor Darith Deputy Director General 
Mr. Khin Sovorlak Deputy Director General 
Mr. Mich Kanthul Director of Economic Statistics Department 
Mr. They Kheam Director of Census and Survey Department 
Mr. Saint Lundy Director of ICT Department 
Mr. Sam Sok Sotheavuth Deputy Director of ICT Department 
Mr. Try Socheat Deputy Director of Economic Statistics Department 

 
（３）女性省 
 
（４）労働職業訓練省 
 
（５）Takeo 州 
 
＜他ドナー＞ 
（１）スウェーデン国際開発庁（Swedish International Development Agency：SIDA） 
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Ms. Birotta Mauufelf Chief Advisor 
 
（２）国連開発計画（United Nations Development Program：UNDP） 

（Project office for strengthening democracy and electoral process） 
Ms. Manuela Popovici 

 
＜日本側＞ 
（１）プロジェクト専門家 

西  文彦 チーフアドバイザー 
大友 篤  総括/小地域統計Ⅰ/調査区設定Ⅱ/統計分析Ⅲ 
石田 保夫 事業所リスティング I  
早瀬 保子 統計分析Ⅰ 
遠藤 尚 統計 GISⅠ/小地域統計Ⅱ 
西山 かおり 人口センサス実施管理Ⅰ 
高木 晃 人口センサス結果提供Ⅱ/業務調整 

 
（２）在カンボジア日本国大使館 

黒木 雅文 特命全権大使 
中谷 純之 二等書記官 

 
（３）JICA カンボジア事務所 

鈴木 康二郎 所 長 
小林 雪治 次 長 
寺田 美紀 企画調査員 
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第２章 プロジェクトの概要 
 
２－１ プロジェクトの概要 

（１）協力期間 
2007 年 4 月～2010 年 9 月（3 年 6 カ月間） 

 
（２）相手国実施機関 

NIS 
 
（３）目標 

１）上位目標 
カンボジアの国家・地方の政策・計画・戦略の立案や実施のための基礎的かつ有効な統

計資料が提供される。 
２）プロジェクト目標 

NIS、州計画局統計部局及び各省統計部局において、人口センサスまたは他の統計調査

のための企画・集計処理・分析・提供・利用が基本的にできるようになる。 
 
（４）成果 

１）調査区設定作業が完了し、その成果が人口センサスの実施及びその後の各種統計に利用

される。 
２）人口センサスの集計及び審査の結果、個別データが作成され、統計表が作成・公表され

る。 
３）人口センサスの統計表に基づき、その結果が統計的に分析され、分析結果が公表される。 
４）人口センサス結果のデータベースが構築される。 
５）人口センサス結果の報告書が作成され、書籍（統計地図、センサスアトラスを含む）・

CD・ウェブサイトにて提供される。 
６）人口センサス結果の小地域統計が作成・公表される。 
７）事業所名簿が作成され、経済統計調査のサンプリング・フレームとして利用される。 
８）関係者間で人口センサスに関して（調査区やセンサス結果など）共通理解が得られる。 
９）人口センサスの各活動の手続の詳細（重要なプロセス、重要事例、マニュアルなど）が

準備され、集積される。 
10）人口センサスに関してドナー間の調整が適切に行われる。 

 
２－２ PDM の改訂 

プロジェクト開始後の活動実績・状況を踏まえ、中間レビューにおいて PDM の改訂を行った。

改訂のポイントは、プロジェクト対象地域・対象機関をより明確にすること、及びプロジェクト

目標達成に係る指標・外部条件の追加である。 
プロジェクト対象機関に関しては「主要関係省庁（Main line ministries）を「関係省庁（Line 

ministries concerned）」としたほか、単に「州（Provinces）」と記載されていたものを「州計画局

（Provincial planning departments）」と、より明確にした。また、プロジェクト目標の指標に、組
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織として能力を測定する指標として「人口センサス及び事業所リスティングに際して育成された

指導員の数」を追加し、外部条件に「必要な予算が確保される」を追加した。 
 
２－３ 実施形態 

「政府統計」は、一般的な統計学・統計技術のほかに、人口センサスや経済センサスなど全国・

全数を対象とする調査の実施に関する知見が必要とされる分野である。日本では、「政府統計」は

主に総務省統計局を中心に実施されており、本プロジェクトでも総務省統計局ほか関係機関の協

力を得て実施している。 
政府統計の実施にはさまざまな手順を踏む必要があり、各手順について適切な技術・知識を習

得して計画通りに実行できる能力を身に付けることが必要であり、日本側による進捗管理と適時

の技術移転が着実な実施のために重要である。本プロジェクトでは、人繰りの関係上、総務省関

係機関からの専門家は短期のシャトル型派遣となることから、別途コンサルタントを中心とする

業務実施契約ベースの現地実施・モニタリング体制を確立し、相互に連絡・調整を行いながら、

プロジェクト活動を補完しあう体制を取り、円滑な実施につなげることができた。 
 
２－４ 他ドナー・他スキームとの連携 

プロジェクトが対象とした 2008 年人口センサスに係る技術支援に関して、他ドナー（UNFPA、

ドイツ政府）及び他のスキーム（ノンプロジェクト無償資金協力見返り資金）との効果的な連携

が行われた。技術移転においては、NIS、UNFPA、JICA プロジェクトの間で人口センサス実施の

一連の活動に係る役割分担の整理を行った。総務省専門家と UNFPA 専門家の派遣時期が重なる

よう調整し、人口センサスに係る個々のプロセスの進め方など意見交換を随時行い、NIS に対し

て複数の機関が同時に技術移転することにより生じる弊害をなくし、逆に相乗効果が計られるよ

う調整を行った。 
資金面においても連携が図られた。カンボジア内の全戸数を対象に実施する同センサスには、

約 630 万米ドルの経費が必要であったが、UNFPA 及びドイツ政府からの資金援助、及び日本政府

のノンプロジェクト無償資金協力見返り資金を活用することができ、計画通りに 2008 年 3 月に

同国初の全戸数を対象とした人口センサスが実施され、その後も集計、結果分析、提供まで資金

不足による遅滞もなく実施された。 
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第３章 終了時評価の方法 
 

本評価では「プロジェクト評価の実践的手法－JICA 事業評価ガイドライン改訂版1」に沿って、

評価調査時点でのプロジェクトの計画達成状況、実施プロセスを、2006 年 12 月に締結されたプ

ロジェクトの R/D 及び 2009 年 2 月の中間レビュー時に改訂した PDM に基づいて把握、検証し、

その結果に対しカンボジア政府側と合同で評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、

自立発展性）の観点から価値判断を行った。評価結果については取りまとめを行ったうえ、カン

ボジア側と M/M を締結した（付属資料 9 参照）。 
具体的な調査方法は次のとおりである。 

 
（１）文献資料調査と評価デザインの検討 

国内において、R/D、中間レビュー調査報告書、プロジェクト事業進捗報告書、専門家業

務完了報告書、その他プロジェクト関連資料の精査を行った。これを踏まえて評価設問を設

定し、評価グリッド（付属資料 7）に取りまとめた。 
 
（２）インタビュー調査、資料入手による実績確認 

現地でのインタビュー対象者は、日本側から専門家、カンボジア側から NIS の主要 C/P、
州計画局（Takeo 州）、関係中央省庁（女性省、労働職業訓練省）とした。また、参考意見と

して、SIDA、UNDP プロジェクトオフィスからも聞き取りを行った。 
 
（３）C/P の能力評価 

本プロジェクトのターゲット・グループである NIS、全 24 州計画局及び関係中央省庁（主

要 6 省庁）の統計担当部局職員の政府統計に関する能力向上度合いの測定については、事前

に 5 段階評価方式の評価シートを評価者に配布したうえで、その評価結果を元に補足的に聞

き取りを行い、総合的な評価を行った。評価対象者は、NIS、州計画局、関係省庁統計部局

の中から、それぞれ主たる関係者を選定のうえ対象とした。評価は、NIS 職員については日

本人専門家及び NIS 幹部職員（Deputy Director General）が実施し、州計画局職員については

NIS の Deputy Director General、Director 及び州計画局長が、関係省庁職員については各省統

計担当部局の Head 及び Deputy Head が実施した。 
 
（４）収集データの分析、分析結果に基づく価値判断 

インタビューや能力評価などで収集した情報を、カンボジアの C/P とともにプロジェクト

のこれまでの活動実績及び実施プロセスを分析、検証し、評価 5 項目に基づいて評価を行っ

た。 
 
（５）カンボジア側との協議と M/M の署名 

評価結果については取りまとめ、カンボジア側と協議を行い、今後の提言・教訓について

                                                        
1 独立行政法人国際協力機構企画・評価部評価監理室編：「プロジェクト評価の実践的手法－JICA 評価ガイドライン改訂版」、

国際協力出版会、2004 年。 
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合意を得たうえで、M/M に署名した。 
 

なお、JICA におけるプロジェクト評価の基本的方法論である評価 5 項目ごとの評価観点と

調査方針は以下のとおりに整理できる。 
１） 妥当性 

政府統計能力向上のための協力が、日本・カンボジア両国の援助・開発政策において支

持されているかを示すために両国の援助・開発政策をまとめた文書を取り上げる。 
２）有効性 

プロジェクト目標は「NIS、州計画局統計部局及び関係省庁統計部局において、人口セ

ンサスまたは他の統計調査のための企画・集計処理・分析・提供・利用が基本的にできる

ようになる」であることから、「プロジェクトの結果、NIS、州計画局統計部局及び関係省

庁統計担当部局の職員の統計能力が向上したか」と「人口センサス及び事業所リスティン

グの際に育成された指導員の数」についてプロジェクトの実績を明らかにするとともに、

プロジェクト目標の達成について特に貢献・阻害した要因がないかについても分析する。 
３）効率性 

プロジェクトにおける投入と活動が成果産出のために妥当であるかについて、主に投入･

活動の質・量、タイミングの適切性と成果産出への貢献・阻害要因の有無を分析する。 
４）インパクト 

上位目標の達成見込み及びその他の波及効果について、聞き取り調査結果を中心に分析

する。 
５）自立発展性 

NIS が、今後も必要な政府統計の整備と結果の提供を維持できるかについて、政府統計

整備のカンボジア政府の政策中での優先度、活動計画の有無について確認する。 
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第４章 プロジェクトの実績 
 
４－１ 投入実績 

成果（アウトプット）を産出するための日本側の投入（インプット）を人材、国別研修、経費

の項目に分けてまとめると次のとおりになる。このほか、日本政府のノンプロジェクト無償資金

協力見返り資金（1,953,750 米ドル）が人口センサスの実施支援に活用されている。カンボジア側

は、24 名の C/P 人員の配置（付属資料 2 参照）、専門家執務スペース及び事務用品の提供、プロ

ジェクト活動に係る諸経費に加え、人口センサス実施必要経費の一部（746,758 米ドル）を負担

している。 
 
＜プロジェクトの投入実績（日本側）2＞ 

（単位：千円） 

 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度3 

専門家派遣 短期 9 名派遣 9 名派遣 9 名派遣 4 名派遣 

国別研修 2007 年 9 月 9
日～10 月 6 日、

3 名参加 

2009 年 1 月 15
日～2 月 13 日、

3 名参加 

2009 年 10 月

15日～11月 13
日、3 名参加 

- 

専門家 6,966 7,935 6,359 4,037 

調査団 132 2,063 21 - 

国別研修 5,514 2,152 2,277 - 

在外事業強化費4 1,585 3,761 10,669 5,690 

経費 
 

契約 84,853 97,044 128,887 870 

合計 99,050 112,955 148,213 10,597 

 
４－２ 活動実績 

いずれの活動も、ほぼ計画通り遅滞なく実施しており、協力期間内に活動をすべて終了できる

見込みである。（詳細は付属資料 5「活動の進捗状況」を参照） 
 
４－３ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標は、「NIS、州計画局統計部局及び各省統計部局において、人口センサスまた

は他の統計調査のための企画・集計処理・分析・提供・利用が基本的にできるようになる」こと

である。2009 年 2 月の中間レビュー調査において改訂した PDM では、プロジェクト目標の達成

度を定量的に測る指標に修正する見直しを実施し、「NIS において統計能力のある職員数」「州計

画局及び関係省庁の統計部局において人口センサスの結果を活用･分析する能力のある職員数」

「人口センサス及び事業所リスティングの際に育成された指導員の数」とすることとした。「能力

のある職員数」については、政府統計に関する理解度について、NIS、州計画局統計部局、関係

                                                        
2 終了時評価時点の実績 
3 2010 年度については予定人数、計画額を記載 
4 資機材等購入費を含む。 
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省庁統計部局の職務階層・職種ごとに、プロジェクト期間を通じてどのように変化してきたかを

5 段階評価（5 が最も理解度が高い）によって、開始時点と終了時評価時点との定点比較で測定し、

目標の達成度を測ることとした。なお、評価者は、NIS については日本人専門家及び NIS 幹部職

員が、州計画局については NIS 幹部職員及び州計画局長が、また関係省庁は各省統計部局幹部が

担うこととした。 
上記方法に従い、終了時評価において、NIS、州計画局統計部局、関係省庁統計部局の政府統

計に関する理解度・能力を測定した。 
能力評価の平均値をプロジェクト開始時点と終了時評価調査時点の間で比較した結果、NIS、

州計画局、関係省庁いずれも向上していることが確認されており5、特に、NIS 職員の理解度は非

常に高く、プロジェクト目標は達成される見込みであるといえる。州計画局統計部局、関係省庁

統計部局の理解度については、本プロジェクトが支援した人口センサス、事業所リスティングの

実施プロセスにおける直接的な関与が少なかったこともあり、プロジェクト開始時点からは向上

が見られるものの、NIS と比べてまだ向上の余地が大きいのが現状である。引き続き、政府統計

に関する経験を蓄積していくことで、将来、独自で政府統計を実施するレベルまで能力を引き上

げることができれば、同国が政策として進める地方分権化において、地方行政能力の向上（政策

立案・モニタリング）にも資するものと期待される（詳細は、付属資料 6「上位目標、プロジェ

クト目標、成果の達成状況」を参照）。 
 
４－４ 成果の達成状況 

本プロジェクトでめざした成果は、いずれも既に達成済みまたは協力期間内に達成できる見込

みであることが確認された。 
本プロジェクトでは、人口センサス実施に必要な知識･技術に関して、計画段階から最終的な結

果公表までを実施プロセスごとに区切り、各プロセスに成果を設定することとし、各プロセスの

成果を達成することによって、プロジェクト終了後も人口センサスの実施が最初から最後まで確

実に行えるよう配慮した。成果の達成度を測る指標として、実施プロセスの完了ごとに生じる成

果物の数、セミナー・研修等開催数や参加者数、参加者の理解度などを採用した。終了時評価と

の比較を行うベースラインとして、1998 年人口センサスの実施過程で生じた成果物などの数値を

採用し、本プロジェクトが支援した 2008 年人口センサスが、前回 1998 年と比較して成果の面で

どの程度進歩したのか、度合いが客観的にわかるようにした。なお、事業所リスティングについ

ては、同国初の実施であったため比較できる対象がなく、ベースラインはゼロとして設定した。 
成果 1 から成果 7 は人口センサス及び事業所リスティングの実施に必要な専門技術・知識の移

転に関する部分である。人口センサスに関しては、調査区すべての地図を作成し、NIS と州計画

局職員を中心に指導員の育成を行ったうえ、国内の全戸数を対象とした調査を滞りなく実施した。

集計においても、NIS 職員は統計情報の集計に必要なデータ処理技術を身に付けたうえで着実に

                                                        
5 ①NIS 人口センサスに関する評価結果：Management（3.89→4.52）,Planning Monitoring（3.92→4.58）, Assistant Planning / Data 

Processing / Cartography（3.20→3.90）, Support Staff Planning / Data Processing / Cartography（3.61→4.28）, Data Entry Supervisor
（3.70→4.40）, Editing / coding and Data Entry（3.14→3.71）, Computer Editing, Programming, Tabulation（3.20→4.10） 
②NIS 事業所リスティングに関する評価結果：Management（4.33→4.90）, Finance and Logistics（3.73→4.10）, Planning
（3.27→4.25）, Manual Editing and Coding（3.50→4.54）, Data Processing（3.27→4.29） 
③州計画局評価結果：人口センサス（3.28→4.04）、事業所リスティング（3.34→3.98） 
④関係省庁評価結果：人口センサス（2.43→3.86）、事業所リスティング（2.33→3.83） 
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作業を進め、遅滞なく速報、及び確報結果を公表できた。結果表は、国、州、郡レベルに加えて、

1998 年の人口センサスでは作成しなかったコミューンレベルの表も作成され、これら情報を元に

4 種類のコミューンレベルの統計地図を作成しデータを可視化することにより、統計情報の利用

推進に大きく貢献した。2008 年人口センサスは、カンボジア初の全戸数を対象とした調査であっ

たが、その成果物として、全人口の個別データ（約 1339 万個）を作成し、今後のさまざまな統計

調査への利用を可能とする統計情報の基盤を整備できたことは特筆すべき点であるほか、人口セ

ンサス結果の分析レポートに関しても、日本人専門家の指導を受けつつ NIS 職員自身が作成に携

わったことは、UNFPA 専門家が独自で作成した 1998 年人口センサスと比較すれば進歩といえる。 
事業所リスティングはカンボジアで初めて実施されたが、プノンペン市などの地域で、想定し

たよりも実際の事業所数が多いことがわかり事業所調査期間を延長したことがあったものの、予

備人員の中から調査員を追加することにより延長期間を最小限にとどめるなど対応を取り、その

後の集計、分析を経て、速報、確報結果の公表はプロジェクト開始当初計画したとおりの時期に

行われるなど、遅滞なく進行している。このように、人口センサス、事業所リスティングに係る

各プロセスについて成果が達成されつつある点から判断すると、技術的観点からみれば NIS 職員

がこれら調査を自立的に行う能力は向上しつつあるといえる。 
成果 8 の政府関係者を対象とする政府統計結果利用に関する啓発普及を目的に実施した活動に

ついても、これまでに 5 回のセミナーを開催しており、今次調査において中央省庁レベルでの統

計情報の活用が進んでいることが確認されたことからも達成に向けて順調に進んでいるほか、組

織としての知識の蓄積に係る成果 9 についても、各活動手続きについては資料として作成・保管

されており NIS 内の関係者間で共有が図られているほか、援助協調の取り組みに係る成果 10 に

ついてもプロジェクトとして設置する JCC のほかに、カンボジアのイニシアティブにより設置さ

れた国家センサス委員会（National Census Committee：NCC）やセンサス技術委員会（Census 
Technical Committee：CTC）も適宜開催され調整機能を十分に果たしており、成果は達成された

といえる。このように、NIS は、C/P 個人のレベルだけではなく組織レベルにおいても人口セン

サス、事業所リスティングの実施能力を向上したといえる。（各成果達成状況の詳細については、

付属資料 6 を参照） 
 
４－５ 上位目標の達成見込み 

本プロジェクトの上位目標は「カンボジアの国家・地方・計画・戦略の立案や実施のための基

礎的かつ有効な統計資料が提供される」である。本プロジェクトでは、上位目標達成の指標とし

て、統計資料がどの程度作成・提供されているのか、また統計資料の利用者はどの程度存在する

のかを定量的に図る指標として、「NIS の刊行物数及びその周期」「NIS の刊行物の数とその販売

量」「NIS のウェブサイトへのアクセス数及び新規情報の追加」の 3 つを設定した。終了時評価調

査では、2008 年人口センサスに関する刊行物数は 37 であり、1998 年人口センサスでの 17 から倍

増しているほか、NIS が実施する統計調査数も 1997～1999 年間が 11、2003～2005 年間が 15、2007
～2009 年間が 23 と徐々に増加しており、それに伴い NIS が提供する統計資料の数も増加してき

ていると判断される。また、NIS 刊行物の販売量も、2006 年は 280 冊だったものが、2009 年には

倍以上の 577 冊に上っており、ウェブサイトアクセス数もウェブ上で提供される統計資料の数が

2006 年の 10 件から 2009 年には 17 件に増えたこともあり、2006 年の 6 万件から 2009 年には 19
万件に伸びた。このように、NIS により提供される統計情報の量、及び統計情報へのアクセスは
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着実に伸びていることから、上位目標は達成される見込みが高いと判断できる。（詳細は、付属資

料 6 を参照） 
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第５章 評価結果 
 

妥当性、有効性、効率性は非常に高いと判断された。また、インパクト、自立発展性について

も高いと判断された。以下、各項目の結果概要について記す（詳細については、付属資料 7「評

価グリッド」を参照）。 
 
５－１ 妥当性  

本プロジェクトはカンボジア政府の国家戦略に合致していること、ターゲット・グループのニ

ーズと適合していること、C/P の基礎的能力向上につながるアプローチを取っていることにより、

妥当性は非常に高いと判断できる。 
 
（１）カンボジア政府の政策との整合性 

グッド・ガバナンスの推進は、カンボジアの国家戦略である「四辺形戦略」の中心に位置

づけられており、カンボジア政府は同国グッド・ガバナンス推進に向けて政策立案・モニタ

リングの基礎となる政府統計情報の整備に力を入れている。わが国の国別援助方針でも、グ

ッド・ガバナンスの推進は援助重点分野の 1 つに位置づけられており、「政府統計機能強化プ

ログラム」は同重点課題の中の重点プログラムに位置づけられている。このように、本プロ

ジェクトはカンボジア政府の政策との整合性が高い。 
 
（２）ターゲット・グループのニーズとの整合性 

カンボジアの政府統計は体制整備が遅れており、提供される政府統計の精度について課題

を抱えている。2008 年人口センサスの円滑な実施や経済統計の改善は政府統計を担当する

NIS にとって喫緊の課題であり、2008 年人口センサス及び一部経済統計調査の実施支援を通

じて、計画省統計局、地方統計部局及び各省庁統計部局の政府統計能力強化を行う必要性は

極めて高い。2008 年人口センサスの結果は既にカンボジアの国家戦略開発計画（2009-2013）
に活用されているなど本プロジェクトの上位目標も達成されつつあり、本プロジェクトの妥

当性は高い。 
 
（３）アプローチの妥当性 

本プロジェクトにおいては、C/P の基礎的政府統計能力の向上を目的としているため、成

果品の完成に重点を置く一部ドナーとは異なり、C/P への助言とキャパシティ・デベロップ

メントに重点を置き、カンボジア側のオーナーシップを尊重するアプローチとなっている。

NIS 主催での各種会議（NCC、CTC など）の開催、一部ノンプロジェクト無償資金協力見返

り資金による一部調査員手当の拠出等、実施機関である NIS のオーナーシップを確保しなが

ら人口センサス実施が行われた。 
 
５－２ 有効性 

主に 2008 年人口センサスの実施支援を通じ、統計調査の各プロセス、すなわち企画・集計処理・

分析・提供・利用が基本的にできるようになることが本プロジェクトのプロジェクト目標である。

プロジェクト終了時までに、設定された成果はすべて達成できる見込みであり、プロジェクト目
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標に到達できると判断され、本プロジェクトの有効性は非常に高い。 
 
（１）プロジェクト目標の達成見込み 

今次評価調査において、NIS、州計画局、関係省庁統計担当部局職員を対象に能力評価を

実施したが、評価結果の平均値をプロジェクト開始時点の能力評価結果平均値と比較した結

果、NIS 職員の能力評価の平均値は関係部局すべてにおいて上昇し6、州計画局及び関係省庁

統計部局の統計情報利用に関する能力評価の平均値も向上していることが確認された。2008
年人口センサスについていえば、調査区設定、調査実施、集計及びデータの審査は当初の予

定通りのスケジュールで作業を終了させることができ、速報・確報結果ともに予定した期日

に公表できる予定である（成果 1、成果 2、成果 3）。得られた結果についてはさまざまな視

点から分析され、刊行物が 37 種類、CD が 29 種類、統計地図が 4 種類、さらに今回はセン

サスアトラスについても作成、提供される予定となっている（成果 5）。これら一連の手続き

は、マニュアルや報告書として記録、集積され、次回調査時までに本プロジェクトで得られ

た技術・知識が散逸しないよう工夫されている（成果 9）。（詳細については付属資料 6 を参

照） 
また 2008 年人口センサスの実施支援を通じて育成された指導員の数は 7,104 人であるが、

2008 年人口センサスはカンボジアで初めて全戸数を対象に行われた調査であるにもかかわ

らず、カンボジアが前回実施した 1998 年人口センサス（全戸数を対象にしていない）の時の

指導員数（8,354 人）よりも少ない人数で効率良く調査を実施できたという点は特筆すべき

点であり、各指導員の能力が本プロジェクトの実施を通じ、向上した結果であるといえる。 
 
５－３ 効率性 

日本側投入（専門家、供与機材）及びカンボジア側投入（C/P、活動予算）の質、量、投入タイ

ミングは適切であったといえる。当初想定に比べ予算が増加したのは、プロジェクト効果をより

拡充させるためであり、プロジェクトは効率的に運営されてきたといえる。 
 
（１）日本側投入 

政府統計（特に人口センサス）においては、調査の計画、実施、集計、分析、結果提供の

各段階において、専門家に求められる技術・知識が異なるため、多くの専門家人材の関与が

必要であるが、本プロジェクトでは短期間のシャトル型で専門家を派遣しているため、各実

施段階に必要とされる分野の専門家人材を適時派遣することができ、経費的な観点からみて

も効果的に投入が行われた。専門家不在時も、必要に応じ電子メールなどを用いて日本から

助言・指導を行う体制が取られており、作業進捗上 NIS にとって不都合は生じておらず、む

しろ NIS が習得技術・知識を用いて自主的に活動を進めることを促進し、オーナーシップの

向上につながっている側面も確認された。 
また UNFPA も人口センサス実施を支援していたが、専門家派遣時期、業務内容に関する

                                                        
6 例）人口センサスに関する評価結果：Management（3.89→4.52）, Planning Monitoring（3.92→4.58）, Assistant Planning / Data 

Processing / Cartography（3.20→3.90）, Support Staff Planning / Data Processing / Cartography（3.61→4.28）, Data Entry Supervisor
（3.70→4.40）, Editing / coding and Data Entry（3.14→3.71）, Computer Editing, Programming, Tabulation（3.20→4.10） 
詳細は付属資料 6 を参照 
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調整を JICA、UNFPA 間で行っており、全体としてプロジェクト活動に一貫性が保たれるよ

う配慮した。 
機材供与は、プリンター、サーバー、ネットワーク関連の機材が中心であったが、短期間

のうちに大量の情報を処理し、印刷を行う必要がある、政府統計調査において処理速度が速

い機器を使用することで、各工程に要する期間の短縮につながり、短期間で速報・確報結果

を報告することができた。統計情報は、時期を逸せずに提供することでその利用価値が高ま

るものであり、結果として効率的な事業実施に大きく貢献したものと判断できる。 
 
（２）カンボジア側投入 

カンボジア政府のオーナーシップにより、人口センサスの調査員手当てなどに日本のノン

プロジェクト無償資金協力見返り資金が活用されており、技術協力プロジェクトの活動を補

強する形で連携が効果的に行われ、プロジェクト目標の達成に貢献した。またカンボジア側

は人口センサス及びその他統計活動実施のために 30 台の車両の提供、さらに NIS の年間予

算に匹敵する人口センサス実施費用の 10％を負担するなど、カンボジア初の全戸調査である

2008 年人口センサス実施に向け、相応の負担を行ったということができる。 
 
（３）当初想定からの予算増加 

プロジェクトコストは、協力開始前の想定コストと比較して増加したが、人口センサスの

分析結果レポートの種類の拡充や、人材育成のための研修の拡充（2011 年に実施が予定され

ている経済センサス試験調査への支援を含む）を行った結果によるものであり、NIS、州計

画局、関係省庁統計担当部局の能力向上、及び NIS が提供する統計情報の充実に結びついて

おり、プロジェクト目標、上位目標の達成のうえで、経費は効果的に使用されたといえる。 
 
５－４ インパクト 

地方へのインパクトは現時点ではまだ限定的であるものの、中央省庁レベルでは本プロジェク

ト成果が政策立案やモニタリングに利用されるなど、上位目標が達成される見込みは高く、本プ

ロジェクトのインパクトは高い。 
 
（１）中央省庁レベルへのインパクト 

中央省庁レベルでは、既に高いインパクトが出始めていることが確認できた。NIS がプロ

ジェクトを通じて作成した人口センサス、事業所リスティング結果は、今回聞き取りを行っ

た女性省や労働省では既に政策の立案やモニタリングに活用されており、統計情報の有用性

についての認識が高まっている。加えて、2009～2013 年のカンボジア国家戦略開発計画

（National Strategic Development Plan：NSDP）やカンボジアのミレニアム開発目標（Millennium 
Development Goals：MDGs）モニタリングにも人口センサス結果が利用されており、NIS が

果たす政府統計情報提供という役割はより一層高まるといえ、上位目標の達成が見込まれる。

人口センサスについてはテーマ別の詳細分析レポートが続々と作成されており、これによっ

て、中央省庁の政策立案への貢献度は一層高まることが期待される。 
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（２）州政府以下レベルへのインパクト 
NIS の予算・人員体制による制約もあり、州政府以下の行政単位における人口センサスな

どの結果分析は詳細には行われておらず、州政府以下の行政機構において政策の立案やモニ

タリングに活用できる情報は十分に提供できていないため、州政府以下のレベルにおけるイ

ンパクトは今次調査のヒアリングではまだ限定的であった。カンボジアが推進する地方分権

化において、州政府の能力強化は重要な課題であるが、特に州政府が独自に客観的データに

基づいて施策を立案・モニタリングしていく能力を高めることが必要になると考えられ、そ

のためにも、州計画局の組織・人員体制の強化を図り、州計画局が独自に結果分析、提供を

行えるような体制を構築することが今後の課題の 1 つであると思われる。将来、州以下の行

政単位における結果分析と提供が十分に行えるようになれば、インパクトはさらに高まるこ

とが期待される。 
 
５－５ 自立発展性 

NIS は、自立的な発展に向けて財政、組織、人事等各方面での強化が順調に図られてきている

といえ、今後の自立発展性は高い。 
 
（１）財政 

プロジェクト実施期間を通じて NIS の予算は増加傾向にあり、プロジェクト終了後の予算

配布は国家政府財政及びマクロ経済動向次第であるが、高い優先度が置かれることが見込ま

れる。 
 
（２）組織 

NIS はカンボジアの統計法に基づき政府統計実施機関として位置づけられているが、2009
年に組織改編を行い、新たに国民経済計算（National Account）、統計基準分析、情報通信技

術（ICT）の各部門を設置しており、政府統計活動に必要な組織面は強化されてきている。 
 
（３）人事 

NIS における離職率は低いため、本プロジェクトで能力強化を行った C/P についてもほぼ

全員が引き続き NIS で勤務することが見込まれ、今回移転された技術・知識が散逸する可能

性は低い。また本プロジェクトでは統計調査実施に係る技術・知識の保管、維持にも重点が

置かれており、人口センサスなどの実施各段階のマニュアルや重要事例も整備、保管に係る

留意点についても NIS に技術移転したため、プロジェクトで移転された技術は今後も活用が

期待できるほか、今後 NIS に加わる人材に対しても育成できる体制が整備できつつあるとい

える。 
 
（４）機材整備 

NIS が保有する資機材はインベントリーに登録され、NIS が統計調査を実施する都度にメ

ンテナンス経費は確保されており、維持管理体制も強化されている。 
 

評価 5 項目に基づく設問の回答結果については付属資料 7 を参照。 
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第６章 提言と教訓 
 
６－１ 提 言 

2008 年人口センサス結果の有用性が、計画省や国家開発委員会を含めた関連省庁・機関レベル、

及び州・郡・コミューンレベルにおいて理解されるためには、JICA または UNFPA の支援により

作成された人口センサス結果についての詳細分析レポートの出版と普及を促進することが必要で

ある。また、継続的な統計調査の実施と能力開発を行うため、2013 年の中間年人口調査を含めた

フォローアップ活動を州・郡・コミューンレベルで行うことが必要である。 
上記の普及とフォローアップ活動を通じ、2008 年人口センサスに関する包括的かつ網羅的なデ

ータが入手できるようになることで、政府統計調査の重要性がカンボジア政府により一層認識さ

れるようになり、NIS が実施する統計調査や研修、保有機材の拡充の優先度が高まり、NIS の継

続的な人材・組織機能強化が確保されるであろう。 
すべての州計画局に対して、必要な人的能力やコンピューターなどの設備を整えれば人口セン

サスの生データを州・郡・コミューンレベルで利用・分析することが可能になる。開発計画立案、

モニタリング、評価、セクター別のデータ収集、地方自治体の予算管理などは現在より信頼のお

ける一貫性のある効率的な方法に統合されることが期待される。 
 
６－２ 教 訓 

本プロジェクトは、カンボジアが長い内戦から立ち直って以来、事実上初めてのカンボジア政

府主導による人口センサス（国勢調査）実施を支援するとともに、全く初めての経済センサス実

施の準備を支援するものであった。首相以下カンボジア政府の強い政治的コミットメントの下、

実施機関である NIS のオーナーシップが確保され、日本及びインドネシアでの幅広い専門的かつ

実務的知見・経験をもった官民の JICA 専門家が、NIS 職員に寄り添う形で彼らの希望と意思を尊

重しつつ、（代替するのではなく）まさに「協同」事業として進めてきた。日本側の官民専門家が

それぞれの強みを有機的に発揮して C/P を指導し、シャトルという形式のお蔭で、専門家不在中

に NIS 側でその時々にやるべきことを達成してもらうこともできた。結果的に、人口センサスも

経済センサスの準備も、国際的にみて決して遜色のない水準で実現され、センサスの意義・重要

性が政府関係者だけでなく、広く一般国民にも認識されたと判断できる。人口センサスによって

全数が正確に把握されたため、カンボジアにおける（援助ドナーによるものも含め）統計調査・

研究の精度が飛躍的に向上すると考えられ、続く経済センサスへの期待はますます高い。また、

能力開発の観点からみても、プロジェクト前後で NIS 職員等の能力は大幅に改善しており、次回

の人口センサスは（少なくとも技術面では）自力で実施できると思われる。このように、本プロ

ジェクトは経済的・社会的飛躍を遂げようとしているカンボジアにとって、最も基礎的・戦略的

な分野に対する効率的・効果的に取り組んだ日本の知見による技術協力であり、先方の並々なら

ぬオーナーシップを最大限活用した 1 つの理想形を示したモデルといえよう。同時に、日本の経

験だけでなく、JICA が長年協力してきた「インドネシア統計分野での教訓」がきめ細かく踏まえ

られている点も忘れてはなるまい。 
本プロジェクトは以上のように大成功を収めたが、一層のインパクトや自立発展性の確保をめ

ざすうえで課題がないわけではない。第一に、センサスは 10 年に一度行われるのみであるので、

マニュアル整備などさまざまな方策を講じたものの、せっかく NIS に蓄積された知見が次回まで
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に劣化してしまうおそれがある。人口センサスと経済センサスとは共通点があるものの根本的に

は異なった作業であり、経済センサス実施で代替することができないため、何らかの形で人口セ

ンサスの知見を維持する対策が必要になる。具体的には「中間年人口（サンプル）調査」の実施

支援が求められよう。第二に、NIS の所属する計画省の州レベル出先機関職員は、人口センサス

実施過程で新たな経験を積んだ（各種研修にも参加した）わけだが、悉皆的に集められたデータ

を州以下の地方レベル単位で集計・分析する機会は与えられておらず、そのような体制にもなっ

ていない。結果として、州以下の地方単位では、中央の計画省ライン、セクター官庁ライン、財

務経済省や内務省ラインでのデータ収集・計画立案・予算策定が、お互いに十分な調整なく、か

つ人口センサスの（生）データを利用することなく行われている。他方で、中央 NIS が州以下の

地方単位ごとすべてのデータを集計・分析して地方に提供するのは、インドネシアなどの経験か

らも非現実的である。したがって、「計画省州レベルの体制・能力を強化」することによってはじ

めてセンサス結果が地方での計画・予算・行政に活かされる効果を生むことになる。人口センサ

スに係る以上の 2 点を本プロジェクトの（経済センサスの実施を主眼とするが）後続事業におい

て勘案・対応することが望ましく、加えて経済センサスについても同様の対応（中間年調査、地

方強化）が求められる。 
第三に、人口センサスの結果が計画省以外の関係省庁において、その政策立案・実施のために

十分活用される必要がある。センサスに基づく「分野別の分析報告書」は、その約半分が NIS 職

員と JICA 専門家の協同作業によって、残り約半分が NIS 職員と UNFPA 専門家によって作成され

ている途中で、日本側担当分は本プロジェクト終了時までに完成する予定である。これらはそれ

ぞれの担当省庁に提出され（調査項目や内容については各省庁の要望をあらかじめ聞いており、

彼らの協力も得た。特に、女性省を C/P とする JICA 支援プロジェクトとは、綿密な連携が図ら

れている）、大いに利用される見込みである。ここから先は関係省庁の責任・権限であり、本プロ

ジェクトの手を離れるものと考えられる。ただ、上記第二の点への対応が充実すれば、州以下の

地方レベルで、センサス結果・データと各分野のニーズ把握・分析とが緊密に結びつき（上記分

野別分析報告書はその手本となる）、地方行政においてのみならず、それらの積み上げとしての国

レベルで、センサスなど調査・計画・各分野・予算の整合性確保や行政の効率化が図られるもの

と期待される。 
以上のような方策が採られれば、人口及び経済センサスのインパクトとして、「データやエビデ

ンス（証拠）に基づく計画・予算・行政とそのモニタリング・評価」が可能となり、その成果が

センサスを含む統計調査分析の重要性を広く知らしめることになり、NIS のステータスを上げ、

その予算・人材・組織等自立発展性を強化することにつながるであろう。その意味で、後続プロ

ジェクトの実施と JICA の支援によって、カンボジアの人口及び経済センサスについては目処を

つけることができるはずである。あわせて、後続プロジェクトにおける地方展開にあたっては、

JICA のカンボジア地方行政に係る他事業との連携・相乗効果も望まれる。また、ここに述べた本

プロジェクトの課題とその対策は、JICA の他プロジェクトにとっても教訓となるであろう。 
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１．調査日程

16 Mar. 2010 

Date  Time Activity Evaluation objective Consultant Member Venue 

14 Feb 
2010 

Arrival to Phnom Penh of evaluation mission team  

08:00
10:00

- Participate in the 
Ceremony of 
Announcement of the 
Provincial Census 
Committee for EC 2011 

 - Chaktomuk 
Theater Hall 

10:00
11:00

- Interview with JICA 
Experts 

- Activities and 
achievements of the 
project, phase II 

JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi 
- JICA Expert 

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 

11:30
12:00

Courtesy call to 
Embassy of Japan 

 EOJ side
- Mr.Masafumi Kuroki 
(Ambassador) 
- Mr. Junji Nakatani (2nd Sec.) 
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi 
-Ms. Terada 

14:00
16:00

 JCC (5th Joint 
Coordinating 
Committee)

- Progress Report of 2008 
Population Census  in 
2009FY 
-Progress Report of 
2009 Establishment 
Listing in 2009FY 
-Progress Report of 
Project Activities 

NIS side:
- H.E. San Sy Than (DG), NIS 
- H.E. Mrs. Hang Lina, Deputy 
Director General (DDG) 
- Mr. Has Bunton, DDG 
- Mr. Hor Darith, DDG 
- Meng Kimhor 
- Mr. Khin Sovorlak, DDG 
- Mr. Mich Kanthul, Director of 
Economic Statistics Department 
- Mr. They Kheam, Director of 
Census and Survey Department 
- Mr. Saint Lundy, Director of 
ICT Department 
Observers:
- EMIS, MOEYS 
- CDC
- MOP 
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi, Chief 
Advisor, JICA Expert  

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 

16:00
17:00

- Interview with 
Population Census 
Department

- Implementation  
of Population Census 
2008 (Pop Census 2008) 
- Final Results of 
Population Census 2008  

NIS side:
- H.E. Mrs. Hang Lina, Deputy 
Director General (DDG), NIS 
- Mr. They Kheam, Director of 
Census and Surveys 
Department
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi, Chief 
Advisor, JICA Expert  

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 

15-Feb 
2010 

17:00
18:00

- Interview with 
Economic Statistics 
Department

- Evaluation on the 
implementation of 
Establishment Listing 
2009 (EL2009) 
- Results of EL 2009 

NIS side:
- Mr. Hor Darith, DDG 
- Mr. Khin Sovorlak, DDG 
- Mr. Mich Kanthul, Director of 
Economic Statistics Department 
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi 

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 
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11:30
12:00

- Interview with ICT 
and Economic 
Statistics Department 

- Data processing for EL 
2009 

NIS side:
- Mr. Saint Lundy, ICT Director 
Department
- Mr. Sam Sok Sotheavuth, Deputy 
Director of ICT Department 
- Mr. Try Socheat, Deputy Director 
of Economic Statistics Department 

JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi   

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 

14:30
16:00

- Interview with  
  SIDA Experts  
  to NIS 

- The cooperation with 
EL 2009 
- Others 

SIDA side
- Ms Birotta Mauufelf, Chief Advisor 

JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi 

- Meeting Room, 
First Floor, 
Building C, NIS 

16-Feb 
2010 

16:00
17:30

- Organizing  
  Data 

 JICA side:
- JICA Evaluation Team 

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 

09:30
11:00

- Interview with 
Ministry of Women’s 
Affairs (MoWA) 

- The use of  Results of 
Pop Census 2008 
- The use of Results of EL 
2009 

MoWA side
- Director and Deputy Directors of 
Planning and Statistics and 
Related Department of MoWA 
- Statistics Bureau Chief of MoWA
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi, Chief 
Advisor, JICA Expert 

- Planning and  
Statistics
Department,
MoWA

11:00
12:00

Organizing Data  JICA side:
- JICA Evaluation Team 

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 

14:30
16:00

- Interview with 
Ministry of Labor 
and Vocational 
Training (MLVT) 

- The use of  Results of 
Pop Census 2008 
- The use of Results of EL 
2009 

MLMUC side
- Director, Deputy Directors and 
Bureau Chiefs Planning and 
Statistics and Related Department
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi, Chief 
Advisor, JICA Expert 

- At MLVT 

17-Feb 
2010 

16:00
17:30

Organizing Data  JICA side:
- JICA Evaluation Team 

- Meeting Room, 
First Floor, New 
Building, NIS or 
- Optional 

07:40
10:00

Departure: Phnom Penh -Takeo - Departure from 
NIS,   Ministry of 
Planning 

10:00
11:30

- Interview with 
Takeo  Provincial 
Planning 
Department

- Cooperation and the use 
of  Pop Census 2008 and 
EL 2009 Results 

Department side:
- Director, Deputy Directors of 
Planning Department 
- Involved Bureau Chief and Staff 
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi, Mr. Yasuo 
Ishida. Ms. Nao Endo 

- At Takeo 
Provincial  
 Planning 
Department

18-Feb 
2010 

14:00
15:00

- Interview with 
Takeo Provincial 
Department of 
Industry, Mines and 
Energy (DIME) 

- The use of  Results of 
Pop Census 2008 
- The use of Results of EL 
2009 

Provincial side:
- Director, Deputy Directors, 
Bureau Chief of Planning and 
Statistics, DIME 
- Director and one Deputy Director 
of Provincial Planning Department
JICA side:
- JICA Evaluation Team 

- At Takeo 
Provincial  
  Department of  
  Industry, Mines,  
  and  Energy 
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- Mr. Fumihiko Nishi, Mr. Yasuo 
Ishida. Ms. Nao Endo 

15:00
16:00

- Interview with 
Takeo Provincial 
Department of 
Education, Youth 
and Sport  

- The use of  Results of 
Pop Census 2008 
- The use of Results of EL 
2009 

Provincial side:
- Director, Deputy Directors, 
Bureau Chief of Planning and 
Statistics
- Director and one Deputy Director 
of Provincial Planning Department
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi, Mr. Yasuo 
Ishida. Ms. Nao Endo 

- At Takeo   
  Provincial
  Department of  
  Commerce 

 16:00 
18:00

Departure: Takeo – Phnom Penh - Departure from 
Takeo – Phnom 
Penh

10:00
11:00

- Interview with 
UNDP Project 
(strengthening 
democracy and 
electoral process) 

- The use of  Results of 
Pop Census 2008 

UNDP side:
- Ms.Manuela Popovici 
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi 

- UNDP Project  
Office

19-Feb 
2010 

14:00
17:30

Preparation of Minutes of meetings 

20-Feb 
2010 

(Saturda
y) 

- Organizing Data JICA side:
- JICA Evaluation Team 

- Hotel 

21-Feb 
2010 

(Sunday) - Organizing Data JICA side:
- JICA Evaluation Team 

- Hotel 

09:30
12:30

- Discussion on 
minutes with DG, 
Population census 
and Economics 
Statistics
Department

- Minutes of Discussion of 
Pop Census 2008 
and EL 2009 

NIS side:
- H.E. San Sy Than 
- H.E. Mrs. Hang Lina 
- Mr. Hor Darith 
- Mr. Khin Sovorlak 
- Mr. They Kheam 
- Mr. Mich Kanthul 
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi  

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 

22-Feb 
2010 

14:00
17:30

- Organizing Data  JICA side:
- JICA Evaluation Team 

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 

09:30
11:00

- All Involved 
Officers, NIS 

- Signing Minutes by DG NIS Side
- H.E. San Sy Than   
- H.E. Ms. Hang Lina - H.E. Mr. 
Seng Soeurn  - H.E. Mr. Khieu 
Sary  - Mr. Has Bunton   - Mr. Hor 
Darith  - Mr. Meng Kimhor  - Mr. 
Khin Sovorlak  - H.E. Mr. Vy 
Heang - Mr. They Kheam 
- Mr. Mich Kanthul   - Mr. Saint 
Lundy  - Mr. Lim Penh  - Mr. Sin 
Serey Vuth  - Mr. Kim Net  - Mr. 
So Tonnere  - Mr. Try Socheat  
and - Mr. Pen Socheat 
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi 
- JICA Experts and  
- Mr. Youk Seng An 

- Meeting Room, 
First  Floor, New 
Building, NIS 

23-Feb 
2010 

14:00
15:00

- Report to JICA 
Cambodia Office 

 JICA Cambodia office side
- Mr. Yasujiro Suzuki 
- Ms. Minori erada 
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi 

- JICA Cambodia 
Office
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15:30
16:30

- Visit to Embassy of 
Japan 

 EOJ side
- Mr. Junji Nakatani 
JICA side:
- JICA Evaluation Team 
- Mr. Fumihiko Nishi 

- Embassy of 
Japan 

 18:00 Departure: Phnom Penh - Tokyo 

24-Feb 
2010 

(Wed, 
Morning)

Arrival to Japan 
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２．カウンターパート・リスト

1

NIS

Project Director H.E. San Sy Than, Director General 
 Mr. Hor Darith , Deputy Director General 
Project Manager  Ms. Hang Lina, Deputy Director General 
Other Counterparts Mr. Has Bunton, Deputy Director General 
 Mr. Seng Soeurn, Deputy Director General 
 Mr. Khieu Sary, Deputy Director General 
 Mr. Meng Kim Hor, Deputy Director General 
 Mr. Khin Sovorlak, Deputy Director General 
 Mr. Vy Heang, Director, Department of General Statistics 
 Mr. Mich Kanthul, Director, Department of Economic Statistics 
 Mr. They Kheam, Director, Department of Demographic Statistics Census and Survey 
 Ms. Tong Chhay Rine, Deputy Director, Department of Economics Statistics 
 Mr. Lim Penh, Director, Department of Statistical Standard & Analysis 

 Mr. Sok Kosal, Deputy Director, Department of Demographic Statistics Census and Survey 

 Mr. Saint Lundy, Director, Department of ICT 
 Mr. Kim Net, Deputy Director, Department of Social Statistics 
 Mr. Sok Borith, Deputy Director, Department of Demographic Statistics Census and Survey 
 Mr. Try Meng Sieng, Deputy Director, Department of Demographic Statistics Census and Survey 
 Mr. Sin Sereyvuth, Deputy Director, Department of Demographic Statistics Census and Survey 
 Mr. Nan Sothara, Deputy Director, Department of Demographic Statistics Census & Survey 
 Mr. Pen Socheat, Bureau Chief, Department of Demographic Statistics Census and Survey 
 Mr. Buoy Somethea, Deputy Director, Department of “Demographic Statistics Census &Survey 
 Mr. So Tonere, Deputy Director, Department of Economic Statistics 
 Mr. Mak Sovichea, Deputy Director, Department of Economic Statistics 
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2

–2007  2008  2009

2 2,450,427    

6 744,746    
1   1 352,197
3    

KVM 1
1,589,408

   

3    

10
256,955

   

1    

10
792,846

   

SQL   1 682,615
ISA   1 180,467
Visual Studio Professional   1 201,004
Exchange   1 86,508

1 289,340    

Gigabit
3 83,444    

10/100
12 165,074    

Cisco Modular Router   1 204,003
HDD 4 3 46,099

DVD 2    
LCD

1    

1

215,457

   

14 162,986 2 26,239 5 79,160

90 259,646

6,750,683 26,239  2,091,699 8,868,621

３．供与機材リスト
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４．日本人専門家派遣期間
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５．活動の進捗状況
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６．上位目標、プロジェクト目標、成果の達成状況
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